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20歳になったら国民年金
　20 歳以上 60 歳未満の学生、農林漁業者、自営業者、無職の人などは、国民年金の加入が義務づけ
られています。20 歳になった人には、日本年金機構からお知らせが届きます。

国民年金（基礎年金）３つのメリット
　・・　老後を支える終身保障（老齢基礎年金）
　・・　病気やけがで障害の状態になった時に支えます（障害基礎年金）
　・・　加入者が亡くなったとき、子のある妻・子を支えます（遺族基礎年金）

学生納付特例制度と納付猶予制度
　収入がなく保険料の支払いが難しい場合は、「学生納付特例制度」「納付猶予制度」などの保険料納
付猶予制度があります。承認された期間は、老齢基礎年金を受け取るために必要な期間に算入されま
すが、年金額には反映されません。しかし、収入を得られるようになり保険料の納付が可能となった
時に「追納制度」を利用すれば、将来受け取る年金を増額できます。

　・・　学生納付特例制度
対象は、学校教育法に規定のある大学・大学院、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校お
よび各種学校（修業年限１年以上）、一部の海外大学の日本分校に在学する学生で、本人の所得
が一定額以下の場合、保険料の納付が猶予される制度です。

　・・　納付猶予制度
学生でない 50 歳未満の人で、本人および配偶者の所得が一定額以下の場合に、保険料の納付
が猶予される制度です。

■問い合わせ先／福祉保健課　☎７７－１１１４、宮崎年金事務所　☎５２－２１１１

国民健康保険の限度額認定証について
　限度額認定証は、入院や外来で高額な医療費がかかる場合に使用すると、保険内診療分の自己負担
額を限度額までにできます。交付対象者には条件がありますので、必ず事前にお問い合わせください。
交付を希望する場合は、本人の被保険者証と世帯主の印鑑、本人と世帯主のマイナンバーが分かるも
のをお持ちのうえ、役場で手続きをお願いします。

後期高齢者医療保険の減額認定証について
　限度額認定証は、入院や外来で高額な医療費がかかる場合に使用すると、保険内診療分の自己負担
額が限度額までとなり、食事代も減額されます。交付対象者には条件がありますので、必ず事前にお
問い合わせください。交付を希望する場合は、本人の被保険者証と印鑑、マイナンバーが分かるもの
をお持ちのうえ、役場で手続きをお願いします。

■問い合わせ先／福祉保健課　☎７７－１１１４

国民健康保険・後期高齢者医療からのお知らせ
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年末年始のごみ・資源物の収集、開場日のお知らせ　

第10回 県市町村対抗駅伝競走大会　

エコクリーンプラザみやざきの年末年始の開場日
　年末のごみの受け入れは、31 日（火）の午前 11 時 30 分までです。年始は 1 月 4 日（土）から開
場します。
　なお、農業用の機具・用具・薬品などは受け入れられませんので、販売店にご相談ください。また、
古紙・古布・ガレキ類も搬入できません。インスリン注射器や注射針などの医療廃棄物については、専
門業者や医療機関に依頼してください。

微生物発酵（EM）ぼかしを配布しています
　生ごみに混ぜると質の良い堆肥ができる微生物発酵（EM）ぼかしを無料で配付しています。毎週
月曜日（祝日を除く）の午後 1 時～ 3 時までに廃油石けん製造施設へお越しください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ先／町民生活課　☎７７－３４６５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エコクリーンプラザみやざき　☎３０－６５１１

　県庁前を発着点とする 12 区間（総距離 39.2㎞）で争われるレースに、綾町代表として次のメン
バーが出場します。1 月 13 日（月・祝）午前 10 時に県庁前スタートです。皆さんの応援をお願いし
ます。

監督／玉田ゆみ子（尾立）　　コーチ兼選手／押川泰朗（麓）� （敬称略）

■問い合わせ先／社会教育課　☎７７－１１１５

収集・施設業務

12 月 1 月

26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

ごみ・資源物収集 ○ ○ × × × × × × × ×

生ごみ収集 × × ○ × ○ × × × × ○

堆肥工場 × × ○ × ○ × × × × ○

エコクリーンプラザみやざき ○ ○ ○ ○ ○ 午前のみ × × × ○
※堆肥工場の開場時間／午前9時～午後4時

区分 区間・距離 選手名（地区）

小学生男子 第�1�区1.7㎞
第11区1.5㎞ 森山俊祐（古屋）、山本泰雅（麓）、吉田悠輝（杢道）

小学生女子 第�4�区1.1㎞
第�9�区1.5㎞ 児玉雛音（宮原）、富永遥（宮原）、髙橋一花（神下）

中学生男子 第�3�区3.3㎞
第�6�区3.7㎞ 佐藤亜樹斗（杢道）、冨永真睦（東中坪）、福留幹隆（神下）

中学生女子 第�2�区2.3㎞ 中野明美里（宮原）、川越美来（宮原）
高校生
40歳以上

第�8�区4.2㎞
第12区5.2㎞ 奥創平（立町）、川上弘翔（麓）、石尾悠真（神下）

一般 第�7�区5.6㎞
第10区5.9㎞ 宮﨑勇一（杢道）、大畠勝（宮原）、黒木明宏（揚町）

50歳以上 第�5�区3.2㎞ 内山田隆司（揚町）、押川泰朗（麓）
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農林業センサスにご協力ください
　農林業の国勢調査に当たる「農林業センサス」が実施されます。この調
査は、農林業と農山村の実態を明らかにし、今後の農林業施策に活用する
統計資料を得るために 5 年ごとに行われるものです。
　1 月～ 2 月にかけて農林業を営む皆さんを調査員が訪問して調査票を配
布し、回答を依頼しますのでご協力をお願いします。
　
　対　　象／農林業を営むすべての農家および組織
　調査期間／ 1 月～ 2 月
　調 査 員／県知事が任命した統計調査員が訪問します
　　　　　　（調査員は顔写真付きの調査員証を携帯）
　調査内容／世帯や組織の構成、従事日数などの活動状況、生産内容など
　回答方法／①調査票に記入して回答（調査員が回収します）
　　　　　　②パソコンやスマートフォンを使いオンラインで回答
　　　　　　

■問い合わせ先／企画財政課　☎７７－２９４８

　心豊かに生きる健康長寿社会を目指すため、毎年開催されています。競技種目の多くは、岐阜県で
開催予定の全国健康福祉祭の予選会を兼ねています（表の○が付いている種目）。ぜひご参加ください。

　参加資格／ 60 歳以上（昭和 36 年 4 月 1 日以前に生まれた人）
　申込期間／ 2 月 1 日（土）～ 3 月 15 日（日）　郵送の場合は 3 月 15 日（日）の消印有効
　開 催 日／ 5 月 17 日（日）
　　　　　　ミニテニス競技　　5 月 18 日（月）　　ゴルフ競技　　5 月 20 日（水）
　　　　　　ゲートボール競技　5 月 24 日（日）
　会　　場／県総合運動公園ほか
　参 加 料／ 500 円（参加決定後、郵便局で振り込み）
　申込方法／申込用紙に必要事項を記入し、福祉保健課または県社会福祉協議会に提出してください
　　　　　　※申込用紙・競技実施要項は役場にあります
　　　　　　　県社会福祉協議会ホームページからもダウンロードできます　http://www.mkensha.or.jp

　ねんりんピック実施種目（詳しくは競技実施要項をご覧ください）

■問い合わせ先／県社会福祉協議会 長寿社会推進センター　☎３１－９６３０

宮崎ねんりんピック2020の参加者募集　

○ ラージボール卓球 ○ ソフトバレーボール ○ ラグビーフットボール
○ テニス ミニテニス パークゴルフ
○ ソフトテニス ○ 弓道 ○ 水泳
○ ソフトボール ○ 剣道 卓球バレー
○ ゲートボール なぎなた ○ ダンススポーツ
○ ペタンク ○ 太極拳 還暦軟式野球
○ ターゲット ･バードゴルフ 四半的弓道 ○ 囲碁
○ グラウンド・ゴルフ ボウリング ○ 将棋
○ バウンドテニス ○ ゴルフ ○ 健康マージャン

ミニバレーボール ○ サッカー
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民生委員・児童委員を紹介します
　任期は 12 月から令和 4 年 11 月 30 日までの 3 年間です。民生委員（児童委員を兼ねる）は、厚生
労働大臣から委嘱され、生活や福祉全般、子育てなどに関する相談・支援を行う身近な相談相手です。

（敬称略）

　この改選により、満田律子さん（西中坪）、染矢利子さん
（古屋）、上野賢治さん（北麓・久木野々）、黒木多賀子さん
（南麓）、松方邦博さん（竹野・尾立）、髙妻光郎さん（麓）、
佐々木幸夫さん（四枝・中堂）が退任されました。長い間、
ありがとうございました。

（福祉保健課）
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上畑・倉輪
榮福　学

昭和
西川　文一

南麓
有吉　富美子

主任児童委員
坂田　正夫

四枝・中堂
　田　義人

宮原
入船　康紀

麓
伊藤　誠

主任児童委員
西　加代子

揚町・立町
三原　信夫

神下
松浦　孝子

北麓・久木野々
德永　佐美子

宮谷・二反野
川越　美憲

東中坪
佐々木　保

杢道・割付
長峰　栄子

古屋
荒川　堅次

西中坪
和田　昌弘

竹野・尾立
北野　秀昭
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☎77-0195健康センター

無医地区巡回診療
広沢地区
　1月10日（金）正午～午後0時45分
倉輪地区
　1月10日（金）午後1時～1時45分

　インフルエンザなどが流行する時季ですが、夜間

急病センターでは、救命のために必要な場合以外の

迅速検査は行っていません。インフルエンザなどの

検査を希望する場合は、かかりつけ医を受診してく

ださい。

　緊急治療が必要な症状で来院する子どもたちのた

めに、安易な受診はできる限り控えるよう、皆さん

のご理解とご協力をお願いします。

　各自治公民館で午前 9 時 30 分から行います。多

くのご参加をお待ちしています。

　流行の時季となっています。しっかり予防

して感染しないように気を付けましょう。

・ 　・ 　外出時は人混みを避ける

・ 　・ 　帰宅時には手洗い・うがいをする

・　・　せきやくしゃみが出る人はマスクを着用

　　する

・　・　急な発熱やせき、のどの痛みなどの症状

　　が出たときは早めに受診する

乳児相談（おっぱい・育児相談）
■日時／ 1 月 9 日（木）午後 1 時 15 分～

■対象／乳児と母親

　※おっぱい相談の希望者はタオル持参のこと

離乳食教室②（5 ～ 11 カ月児）
■日時／ 1 月 23 日（木）午後 1 時～

おっぱい相談
■日時／ 1 月 23 日（木）午後 1 時 30 分～

　※希望者はタオル持参のこと

　今年度は下記の対象者に接種費用の助成を行って

います。接種を希望される方は、かかりつけ医にご相

談ください。町内の医療機関でも接種できます。保

険証と健康手帳をご持参ください。

■対象／①過去に肺炎球菌ワクチンを接種したこと

がなく令和元年度中に下記に当てはまる人

② 60 歳以上 65 歳未満で、心臓・腎臓または呼吸

器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に

制限される程度の障がいを有する人およびヒト

免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活

がほとんど不可能な程度の障がいを有する人

③ 101 歳以上 ( 大正 8 年 4 月 1 日以前生まれ）

■期間／ 3 月 31 日（火）まで

■料金／ 2,000 円

※対象者のうち生活保護受給者は自己負担額が全

額免除されます

妊婦・乳児の健診・相談 夜間急病センター小児科の受診

高齢者等肺炎球菌予防接種

お達者クラブ

実 施 日 地　区 実 施 日 地　区

7日（火） 中堂 20日（月） 立町

8日（水） 四枝 21日（火）南麓・二反野

9日（木） 上畑 22日（水） 揚町

10日（金） 古屋 23日（木） 麓・西中坪

15日（水） 宮谷 24日（金） 東中坪

16日（木） 倉輪 28日（火） 宮原

17日（金） 北麓 31日（金） 昭和

■問い合わせ先／社会福祉協議会　☎ 77-3099

インフルエンザに注意

65歳（昭和29年4月2日～30年4月1日生）

70歳（昭和24年4月2日～25年4月1日生）

75歳（昭和19年4月2日～20年4月1日生）

80歳（昭和14年4月2日～15年4月1日生）

85歳（昭和  9年4月2日～10年4月1日生）

90歳（昭和  4年4月2日～  5年4月1日生）

95歳（大正13年4月2日～14年4月1日生）

100歳（大正  8年4月2日～  9年4月1日生）
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☎77-1154子育て支援センター

  8 日（水）　わくわく広場　

■時間／午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／お正月遊び

小さい子どもでも楽しめるお正月ならではの遊び

をたくさん準備してお待ちしています。

17 日（金）　親子教室「コアラ」
■時間／午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／ウン知育教室

子どものうんち、毎日観察していますか？健康状

態を知ることができ、病気の発見につながること

もあります。今回はうんちと健康な体のかかわり

についての楽しいお話し会です。

22 日（水）　ゆったり子育て教室
■時間／午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／鬼のお面作り

節分に手作りのお面をつけて豆まきしませんか？

簡単に作れるかわいいお面です。材料はセンター

で準備します。

28 日（火）　誕生会
■時間／午前 10 時～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／ 1 月生まれのお友達の誕生会

対象者にはハガキでお知らせしています。ハガキ

が届かないときはご連絡ください。　

　「子どもが急に発熱してしまったけれど、仕事を休

めない」。そんなときは、病児・病後児保育施設「あ

やっ子ケアルーム」をご利用ください！

　生後 6 カ月～小学 6 年生までお預かりします。保

育所や小学校に通っているお子さんはもちろん、在

宅育児のお子さんや町外在住のお子さんも利用でき

ます。利用には事前の登録が必要です。料金や利用

方法など詳しくはお問い合わせください。

　■問い合わせ先／あやっ子ケアルーム　☎ 77‐3733

今月のPHOTO

1月の行事 あやっ子ケアルームをご利用ください！

わくわく広場
　手形・足形のクリスマスアート

お誕生おめでとう
11月1日～30日に受付のあったお子さんです

松﨑 稜 ちゃん ［男］ R1.10.23 生
（まつざき りょう） 保護者：亮さん ［神下］

坂口凛千花 ちゃん ［女］ R1.10.30 生
（さかぐち いちか） 保護者：優太さん ［宮原］

三浦 朱登 ちゃん ［男］ R1.10.31 生
（みうら あきちか） 保護者：宏道さん ［立町］

金田 航 ちゃん ［男］ R1.11.8 生
（かねだ わたる） 保護者：憲明さん ［宮谷］

黒木 奏歩 ちゃん ［女］ R1.11.20 生
（くろぎ かほ） 保護者：大知さん ［麓］
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☎77-0180綾てるは図書館

新年開運図書館おみくじ
　本を借りておみくじを引いてみませんか？おみく

じを引いた人全員にプレゼントを差し上げます。

■日時／ 1 月 7 日（火）～　※無くなり次第終了

後藤麻夫さんの造型作品展
　ハリウッド映画界で活躍された

町内在住の造型作家・後藤麻夫さ

んの作品をぜひご覧ください！

■期間／ 1 月 21 日（火）

　　　　～ 26 日（日）

後藤麻夫さんの工作教室
　参加者を募集しています。怪獣をつくる工作に挑

戦しませんか。小学生が対象です。

■日時／ 1 月 26 日（日）午前 10 時～ 11 時

■材料費／ 500 円

■応募期限／ 1 月 24 日（金）

「利用者が選書し、購入する本」が決定！
　10 月の読書週間に投票を行いました。延べ 332

人の投票があり、購入する本が決定しました。1 月

から展示します。ぜひご利用ください。

貸し出しを始めます
　1 月から「千と千尋の神隠し」「もののけ姫」の

DVD が貸出可能となります。

　11 月 2 日、県立図書館の「みどりの図書館フェ

スタ」で表彰式が行われました。綾町からは次の皆

さんが表彰されました。おめでとうございます。

第 52 回全国優良読書グループ表彰
　読み聞かせボランティアグループ「コッコさん」

が長年の活動を称えられ表彰されました。当館の開

館当時からおはなし会やイベントなどで読み聞かせ

を行っておられます。

本で世代をつなぐ「大切なあなたへ贈る　私の一冊」
　県立図書館主催の「大切なあなたへ贈る　私の一

冊」（150 字作文）で大賞を受賞されました。

■小学生の部大賞／中村結子さん（綾小学校 4 年）

■一般の部大賞／佐藤優子さん（尾立）

図書館のひな人形竹飾り
　学習視聴覚室に「ひな人形竹飾り」

を飾ります。

■期間／ 2月22日（土）～3月7日（土）

ひな落語
　噺（はなし）家姉妹・しいのみ亭らんらん＆りん

りんさんの楽しい子ども落語をお楽しみください。

■日時／ 2 月 23 日（日）、3 月 1 日（日）

   　　　午後 1 時 50 分～ 2 時 10 分

手づくり紙芝居
　雛（ひな）山の由来を題材にした手づくり紙芝居

のおはなし会です。

■日時／ 2 月 22 日（土）、23 日（日）、29 日（土）、

　　　　3 月 1 日（日）の午後 1 時 30 分～ 1 時 45 分

1月のイベント

お知らせ

表彰式が行われました！

２月のイベント（予定）

おはなし会　　　
■日時／毎週土曜日　午後2時～ 2時 30分

子ども映写会（毎月第 3 土曜日）
■日時／1月 18日（土）午後2時 30分～ 4時
■上映作品／「あらいぐまラスカル」

てるはおはなし会（毎月第 3 日曜日・雨天中止）
■日時／1月19日（日）午前11時30分～11時50分
■場所／綾馬事公苑

※年末年始の休館/12月29日（日）～1月6日（月）
※13日（月・祝）は祝日開館

毎週月曜日・14日（火）1月の休館日

おすすめの本

[ 一般書 ]
○親が知らない子どものスマホ
○きのこの教科書
○死にゆく者の祈り　　　

[ 児童書 ]
○人間図鑑
○みかん、好き？　　　　　　　　　　　　　　
○私はどこで生きていけばいいの？

※ほかにもたくさんの本が入っています

中山　七里 / 著

魚住　直子 / 著
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☎77-0100有機農業開発センター

　「火入れ」とは、森林または森林に接近している周

囲 1㎞の範囲内にある原野・田畑・荒廃地などで、そ

の土地にある立木竹・雑草・堆積物などを面的に焼

却する行為のことです。火入れを行う場合は、森林

法による事前の申請や消防署への届け出が必要です。

　詳しくは農林振興課へお問い合わせください。

火入れが許可できるもの（森林法第 21 条）
　①造林のための地ごしらえ

　②開墾準備

　③害虫駆除

　④焼畑

　⑤採草地の改良

　※これらの目的以外の火入れは許可されません

注意事項
　火入れ責任者は火災の発生防止のため、宮崎市火

災予防条例（綾町でも適用）を遵守し、現場で直接、

火入れから消火まで指揮監督にあたってください。

その際は、火入れ許可証の携帯が必要です。

　その他の注意事項については農林振興課へお問い

合わせください。

必要な申請・届け出
・火入れ許可申請書（7 日前まで）

　申請先／農林振興課

・火災と紛らわしい煙又は火炎を発するおそれのあ

　る行為の届出書（1 日前まで）

　届出先／宮崎市北消防署西部出張所

　BLOF（生態系調和型農業）理論を提唱する（一

社）日本有機農業普及協会・小祝政明さんを講師に

迎え、講習会を行います。

　同理論は、植物生理に基づいたアミノ酸の供給や

土壌分析・施肥設計に基づいたミネラルの供給など

により多収穫・高品質を目指すものです。

　どなたでも参加できますので、ぜひご来場くださ

い。申し込みは不要で、受講は無料です。

■日程と場所／ 1 月 17 日（金）

　午前は松井農園で実地研修

　午後は有機農業開発センターで座学

　※時間など詳しくは農林振興課へお問い合わせく

　　ださい

　有機農業まつりは 11 月 9、10 日、健康センター

前広場ほかで開催しました。

　10 日に行われた第 31 回有機農業推進大会（綾町

有機農業推進会議主催）では、ビデオ上映や表彰が

行われたほか、電通国際情報サービスが、地域貢献

をスコア化する新たな事業として AYA SCORE ア

プリの実証実験を紹介。取り組みの一環として、イ

ベントに参加するとポイントが加算される QR コー

ドが大会会場内に掲示され、参加者が興味深そうに

スマートフォンをかざす姿が見られました。

　基調講演には、恵泉女学園大学人間社会学部の藤

田智教授が登壇。「自然生態系農業で食育を考える～

ユネスコエコパークだからできる食育～」をテーマ

に、全国の事例を軽快な語り口で紹介しながら「自

然生態系農業で生産された野菜、ユネスコエコパー

クや照葉樹林といった特徴的な環境を生かし、子ど

もだけでなく大人を含めて食育を進めることで地域

が活性化される」と話しました。

　大会終了後には、武道館で生産者と参加者が郷土

料理を囲みながら語り合う「食のふれあいひろば」

があり、「野菜そのものの味が感じられる」「さまざ

まな調理法を知った。自分でも試してみたい」など

の声が上がっていました。

　期間中は有機農業実践振興会のブースで野菜や米、

加工品などの販売、猟友会によるジビエ肉のふるま

いがあったほか、JA 綾町の農業祭も同時開催され、

賑わいをみせていました。

功労者表彰／永田千惠子さん（古屋）
　　　　　　藤竹正雄さん（神下）
　　　　　　千々和ミヨ子さん（神下）
　　　　　　三行裕さん（割付）
感謝状／綾小学校栄養教諭　日髙里奈さん
特別賞／前田穰さん（中堂）
事業紹介／電通国際情報サービス　森田浩史さん

火入れを行うときは申請が必要です

多収穫を成功させるための肥料設計講座

第31回有機農業推進大会
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生
涯
学
習
講
座

「
短
歌
」受
講
生
の
作
品

【
解
説
】
生
涯
学
習
講
座
「
短
歌
教
室
」
講
師
　
福
原 

美
江

ぱ
し
と
い
う
的
中
の
音
ひ
び
き
お
り
弓
と
矢

と
一
体
の
　
残ざ

ん

心し
ん

の
中

よ
ぎ
り
た
る
山
気
の
中
を
幹
太
き
樹
々
に
い

だ
か
れ
蓑み

の

虫む
し

と
な
る

小
森
　
愛
子
さ
ん
（
麓
）

柿
内
　
芳
子
さ
ん
（
麓
）

　

矢
が
的
中
し
た
時
の
乾
い
た
緊
張
感
の
あ
る
音
。
矢
と
弓
を
引
く
作
者
と
が

一
体
に
な
っ
た
と
き
こ
そ
の
音
で
し
ょ
う
。
結
句
の
「
残
心
の
中
」
は
弓
道
を

し
た
こ
と
の
な
い
人
に
は
分
か
り
に
く
い
が
、
広
辞
苑
に
よ
る
と
「
残
心
」
は
、

「
矢
を
射
た
後
の
反
応
を
見
極
め
る
緊
張
を
持
続
す
る
こ
と
」
と
あ
る
。
的
中

し
た
の
ち
も
暫
し
ば
ら
く
は
矢
を
見
続
け
て
い
る
作
者
の
緊
迫
し
た
姿
と
表
情
が
立
ち

上
が
っ
て
く
る
。
残
心
は
弓
道
の
心
構
え
（
作
法
）
の
ひ
と
つ
と
い
う
。

　

太
陽
の
光
が
届
か
な
い
鬱う

っ
そ
う蒼
と
し
た
、
冷
え
冷
え
と
し
た
山
道
。
作
者
は
山

気
あ
ふ
れ
る
巨
木
の
林
の
中
を
歩
き
な
が
ら
、
冬
の
山
中
で
越
冬
す
る
蓑
虫
を

発
見
し
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
冬
を
迎
え
越
冬
す
る
自
分
自
身
こ
そ
「
蓑

虫
」
で
は
な
い
か
。
作
者
は
こ
ん
な
思
い
で
「
蓑
虫
に
な
る
」
と
表
現
し
た
の

で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
蓑
虫
は
自
画
像
で
あ
り
、
ユ
ー
モ
ア
と
大
胆
な
比ひ

ゆ喩
が
お

も
し
ろ
く
効
果
的
で
あ
る
。

綾小・中学校コミュニティ・スクール

　綾中学校で「はげまし隊」の活動が始まってい
ます。隊員の登録は現在 9 人で、2 年生の数学の
授業に参加し、生徒を励ましています。「そっと見
守り、さりげなく寄り添い、優しく励ます」とい
うのが隊の原則です。綾町学校運営協議会では隊
員の登録希望者を募集しています。活動に興味が
ある人はぜひお問い合わせください！

はげまし隊の活動スタート！

　第 3 回学校運営協議会は 10 月 29 日に開催さ
れ、「綾の町が好きだという子どもを育てよう」が
理念に決まりました。重点目標は継続協議中です。
同協議会では、関係者が当事者意識を持ち、地域
でどのような子どもを育てていくのか、何を実現
していくのかというビジョンを共有するために熟
慮と議論を重ねています。

■綾学校支援センター（社会教育課内）　☎７７－１１８３

第３回学校運営協議会

　綾小・中学校コミュニティ・スクールは、学校と保護者、地域の皆さんがともに知恵を出し合い、協
働で子どもたちの豊かな成長を支え「地域とともにある学校づくり」を進める仕組みです。
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くらしの情報［ 1 月 ］
　

11
月
9
～
10
日
に
あ
っ
た
町
総

合
文
化
祭
・
有
機
農
業
ま
つ
り
で

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
し

た
。
売
上
金
の
一
部
は
歳
末
た
す

け
あ
い
募
金
に
寄
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
台
風
19
号
災
害
義
援
金

な
ど
に
も
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
募
金

は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
支

援
が
必
要
な
地
域
へ
届
け
ま
す
。

（
綾
町
赤
十
字
奉
仕
団
）

　

消
費
税
の
引
き
上
げ
な
ど
に
伴

う
消
費
に
与
え
る
影
響
の
緩
和
と

地
域
の
消
費
を
下
支
え
す
る
た
め
、

住
民
税
の
か
か
っ
て
な
い
人
や
子

育
て
世
帯
を
対
象
に
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

購
入
・
販
売
期
限
が
近
づ
い
て

い
ま
す
の
で
引
換
券
を
持
参
し
、

綾
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

早
め
に
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

◎
購
入
期
間
／
１
月
31
日（
金
）ま

で
の
毎
週
月
～
金
曜
日
お
よ
び

１
月
11
日
（
土
）、
19
日
（
日
）

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

◎
使
用
期
限
／
２
月
29
日
（
土
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

福
祉
保
健
課
☎
77
‐
１
１
１
４

　

次
の
地
区
で
有
効
期
限
を
迎
え

る
水
道
メ
ー
タ
ー
を
、
新
し
い
も

の
と
交
換
し
ま
す
。
綾
町
水
道
指

定
店
が
該
当
す
る
住
宅
を
訪
問
し
、

交
換
作
業
中
に
水
を
止
め
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
交
換
に
か
か
る
費
用
は
一

切
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
期
間
／
１
月
中
旬
～
３
月
下
旬

◎
該
当
地
区
／
宮
原
91
件
、
神
下

１
７
４
件
、
そ
の
他
11
件

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
☎
77
‐
３
４
６
７

　

検
査
を
希
望
す
る
人
は
前
日
ま

で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま
で
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
水
質
検
査
日
／
１
月
28
日（
火
）

◎
検
査
手
数
料
／
５
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
☎
77
‐
３
４
６
７

　

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

適
切
な
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技

術
を
要
す
る
介
護
職
員
の
資
格
取

得
に
あ
た
り
、
研
修
に
必
要
な
経

費
の
一
部
（
上
限
５
万
円
）
を
補

助
し
ま
す
。
条
件
な
ど
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
経
費
／
介
護
職
員
初
任
者

研
修
の
受
講
料
・
教
材
費

◎
対
象
者
／
町
内
に
住
所
を
有
し
、

町
内
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
事
業
所
に
勤
務
す
る
人
ま

た
は
町
内
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
に
従
事
す
る
見
込
み
の
人

※
研
修
を
受
け
る
前
に
申
請
が
必

要
で
す

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
／

福
祉
保
健
課
☎
77
‐
１
１
１
４

　

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力

（
Ｄ
Ｖ
）
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　

暴
力
に
は
、
な
ぐ
る
・
け
る
・

物
を
投
げ
つ
け
る
・
大
声
で
怒
鳴

る
・
無
視
し
続
け
る
・
交
友
関
係

を
制
限
す
る
・
勝
手
に
相
手
の
電

話
・
メ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
・

生
活
費
を
渡
さ
な
い
・
外
で
働
く

こ
と
を
制
限
す
る
・
性
的
行
為
を

強
要
す
る
・
避
妊
に
協
力
し
な
い

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

暴
力
は
次
第
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
て
被
害
が
深
刻
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。相
手
と
の
関
係
を「
辛

い
」｢

何
か
お
か
し
い｣

と
感
じ
た

ら
、
相
談
し
て
み
る
こ
と
で
解
決

方
法
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
相
談
先
／
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ

☎
（
０
５
７
０
）
０
５
５
２
１
０

　

水
道
管
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス

４
℃
以
下
に
下
が
る
と
凍
結
や
破

裂
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
風
当
た

り
の
強
い
と
こ
ろ
や
水
道
管
が
む

き
出
し
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

は
、
早
め
の
対
策
が
必
要
で
す
。

凍
結
か
ら
守
る
た
め
に

　

屋
外
に
露
出
し
て
い
る
水
道
管

を
保
温
材
で
覆
い
、
濡
れ
な
い
よ

う
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
き
ま

す
。
特
に
寒
い
夜
に
は
、
少
量
の

水
を
出
し
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と

凍
結
防
止
に
な
り
ま
す
。

水
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

蛇
口
を
開
け
て
か
ら
凍
っ
た
部

分
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上

か
ら
ゆ
っ
く
り
ぬ
る
ま
湯
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。
蛇
口
や
水
道
管
の

破
裂
・
ひ
び
割
れ
の
原
因
に
な
る

の
で
、
熱
湯
は
か
け
な
い
で
く
だ

さ
い
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

　

宅
地
内
に
あ
る
水
道
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
で
水
を
止

め
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は
、
家

の
中
の
す
べ
て
の
水
が
止
ま
り
ま

す
。
早
め
に
給
水
装
置
工
事
指
定

店
に
修
繕
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
給
水
装
置
工
事
指
定
店
／

・
尾
原
電
気
水
道
商
会

　

☎
77
‐
０
２
０
６

・
小
野
建
材

　

☎
77
‐
１
１
５
０

・
西
郷
設
備
工
業

　

☎
77
‐
０
３
８
９

・
綾
友
建
設

　

☎
77
‐
１
０
８
２

・
溝
口
建
設

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

水
道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

水
質
検
査

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ

お　

礼

お
願
い

お
知
ら
せ

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

購
入
は
お
済
み
で
す
か

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の

費
用
を
補
助
し
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
の

交
換
を
行
い
ま
す
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☎
75
‐
１
０
８
８

・
ト
ク
ホ
建
設

　

☎
77
‐
０
０
２
８

・
冨
川
設
備

　

☎
30
‐
７
２
２
１

※
指
定
店
は
ほ
か
に
も
あ
り
ま
す

の
で
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
☎
77
‐
３
４
６
７

　　

２
月
９
日
（
日
）
に
開
催
予
定

の
綾
町
公
民
館
・
社
会
福
祉
・
青

少
年
健
全
育
成
町
民
大
会
の
終
了

後
、
福
祉
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

バ
ザ
ー
の
益
金
は
社
会
福
祉
の
た

め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
バ
ザ
ー
用
品
受
付
／
２
月
７
日

（
金
）
ま
で

◎
受
付
窓
口
／

・
福
祉
保
健
課
☎
77
‐
１
１
１
４

・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
う
る
お
い
の
里

　

☎
77
‐
３
０
６
６

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

☎
77
‐
２
０
０
５

・
高
年
者
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
77
‐
１
１
３
３

（
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

散
歩
の
と
き
に
犬
の
フ
ン
を
放

置
し
た
り
そ
の
場
に
埋
め
た
り
す

る
人
が
い
る
と
い
う
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
行
為

は
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
違
反
で
あ

る
だ
け
で
な
く
環
境
衛
生
上
も
問

題
が
あ
り
ま
す
。
皆
が
快
適
で
住

み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
、
犬
の

フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

（
町
民
生
活
課
）

　

本
庄
高
校
に
留
学
す
る
ア
ジ
ア

人
高
校
生
の
受
け
入
れ
家
庭
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

◎
期
間
／
令
和
２
年
４
月
～
３
年

１
月
末
の
10
カ
月
間

◎
条
件
／
留
学
生
を
家
族
の
一
員

と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
受
け

入
れ
ら
れ
る
こ
と
、
食
事
と
留

学
生
の
生
活
ス
ペ
ー
ス
を
提
供

で
き
る
こ
と

※
日
本
語
で
の
会
話
が
可
能
で
す

（
外
国
語
が
話
せ
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

本
庄
高
校
☎
75
‐
２
０
４
９

　

無
料
の
手
話
体
験
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
簡
単
な
手
話
・
指
文
字

で
の
自
己
紹
介
や
日
常
会
話
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
富
会
場

◎
日
時
／
１
月
15
日
（
水
）、29
日

（
水
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分

◎
場
所
／
国
富
町
社
会
福
祉
協
議

会
２
階

綾
会
場

◎
日
時
／
２
月
５
日
（
水
）、
19

日
（
水
）
の
午
後
７
時
～
８
時

30
分

◎
場
所
／
綾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
２
階

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

県
立
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
５
０
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

35
‐
５
０
８
１

　

障
が
い
の
あ
る
選
手
が
、
競
技

な
ど
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
を
体
験
し
、
県
民
の
障
が
い
に

対
す
る
理
解
促
進
や
障
害
者
の
社

会
参
加
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

◎
開
催
日
／
５
月
10
日
（
日
）

◎
場
所
／
県
総
合
運
動
公
園
ほ
か

◎
募
集
締
切
／
１
月
23
日
（
木
）

◎
部
門
／
身
体
障
が
い
の
部
、
知

的
障
が
い
の
部
、
精
神
障
が
い

の
部

◎
種
目
／
陸
上
競
技
、
水
泳
、
卓

球
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
ボ
ッ
チ
ャ
な

ど
全
10
種
目

※
部
門
に
よ
り
出
場
で
き
る
種
目

が
異
な
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

福
祉
保
健
課
☎
77
‐
１
１
１
４

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
英
語
研
修
な

ど
を
通
し
て
国
際
感
覚
を
養
い
ま

せ
ん
か
。

◎
研
修
国
／
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
な
ど

◎
日
程
／
３
月
25
日
（
水
）
～
４

月
５
日
（
日
）
の
う
ち
コ
ー
ス

に
よ
り
６
～
11
日
間

◎
対
象
／
小
学
３
年
生
～
高
校
生

◎
申
込
期
限
／
１
月
31
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
正
規

の
大
学
で
す
。「
働
き
な
が
ら
大
学

を
卒
業
し
た
い
」「
学
び
を
楽
し
み

た
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で

幅
広
い
年
代
・
職
業
の
人
が
学
ん

で
お
り
、
約
３
０
０
の
授
業
科
目

か
ら
受
講
で
き
ま
す
。
資
料
請
求

は
無
料
で
す
。

◎
出
願
期
間
／
第
１
回
は
２
月
29

日
（
土
）
ま
で
、
第
２
回
は
３

月
17
日
（
火
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先
／

放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
２
‐
53
‐
１
８
９
３

　

厚
生
労
働
省
・
宮
崎
県
の
認
定

を
受
け
た
職
業
訓
練
校
の
宮
崎
高

等
技
術
専
門
校
で
は
、
令
和
２
年

度
の
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

働
き
な
が
ら
基
礎
か
ら
学
び
、
専

門
的
な
知
識
や
技
能
を
備
え
た
技

能
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
普
通
課
程
（
２
年
）
／
木
造
建

放
送
大
学
の
入
学
生
募
集

春
休
み
海
外
研
修

職
業
訓
練
生
募
集

くらしの情報［ 1 月 ］

犬
の
フ
ン
を

放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い

手
話
体
験
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

出
場
者
募
集

募　

集

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

福
祉
バ
ザ
ー
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
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くらしの情報［ 1 月 ］

築
科
、
建
築
塗
装
科
、
左
官
・

タ
イ
ル
施
工
科
各
10
人

◎
短
期
課
程
（
１
年
以
下
）
／

宅
地
建
物
取
引
士
受
験
科
20
人
、

１
・
２
級
建
築
士
受
験
科
10
人
、

数
寄
屋
建
築
家
10
人
、
左
官
伝

統
技
法
科
10
人
、
和
裁
科
10
人
、

表
装
科
15
人

※
建
築
大
工
、
左
官
、
塗
装
の
技

能
検
定
試
験
に
向
け
た
短
期
訓

練
も
あ
り

◎
応
募
方
法
／
願
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
同
校
へ
持
参
す
る
か

郵
送

※
申
し
込
み
は
先
着
順

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
高
等
技
術
専
門
校

☎
52
‐
５
５
８
３

　

新
し
い
年
を
迎
え
る
気
持
ち
を

込
め
て
、
除
夜
の
鐘
を
つ
い
て
み

ま
せ
ん
か
。
高
校
生
以
下
は
、
必

ず
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
当
日
は
ト
イ
レ
の

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
日
時
／
12
月
31
日
（
火
）
午
後

11
時
～

※
整
理
券
の
配
布
は
午
後
10
時
50

分
か
ら

◎
場
所
／
綾
小
学
校
鐘
つ
き
堂

◎
人
数
／
先
着
１
０
８
人

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
綾
小
学
校
）

☎
77
‐
０
０
０
９

　

令
和
２
年
の
成
人
式
を
開
催
し

ま
す
。
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
ま

し
ょ
う
。

◎
日
時
／
１
月
３
日
（
金
）
午
前

8
時
50
分
～
受
付
、
９
時
40
分

開
式

◎
場
所
／
綾
町
公
民
館
文
化
ホ
ー　

ル
◎
内
容
／
成
人
証
書
授
与
、
記
念

撮
影
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先
／

社
会
教
育
課
☎
77
‐
１
１
８
３

　

令
和
２
年
の
町
の
安
全
を
願
っ

て
綾
町
消
防
団
の
消
防
始
め
式
を

行
い
ま
す
。
各
種
点
検
や
一
斉
放

水
な
ど
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
日
時
／
１
月
４
日
（
土
）
午
前

７
時
30
分
パ
レ
ー
ド
開
始
、
８

時
開
式

◎
場
所
／
綾
南
川
三
本
松
橋
下
流

河
川
敷
（
雨
天
の
場
合
は
町
体

育
館
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

総
務
税
政
課
☎
77
‐
１
１
１
２

　

男
女
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

◎
日
時
／
１
月
19
日
（
日
）
午
前

９
時
～

◎
場
所
／
綾
町
公
民
館
文
化
ホ
ー

ル
◎
テ
ー
マ
／
美
し
い
心
と
豊
か
な

恵
み　

守
ろ
う
森
と
花
と
水
の

町
◎
内
容
／
活
動
報
告
、
映
画
上
映

ほ
か

※
参
加
者
に
は
記
念
品
を
進
呈

■
問
い
合
わ
せ
先
／

社
会
教
育
課
☎
77
‐
１
１
８
３

綾
か
ら
の
お
く
り
も
の
展

◎
期
間
／
１
月
６
日
（
月
）
ま
で

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◎
内
容
／
綾
町
の
農
産
加
工
品
・

工
芸
品
を
集
め
た
ギ
フ
ト
展

竹
村
賢
太
　
新
春
絵
画
展

◎
期
間
／
１
月
11
日
（
土
）
～
23

日
（
木
）
午
前
９
時
～
午
後
５

時
◎
内
容
／
綾
町
在
住
の
画
家
・
竹

村
賢
太
さ
ん
の
作
品
を
展
示

天
然
石
・
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

展
示
会

◎
期
間
／
１
月
26
日
（
日
）
～
２

月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午

後
４
時
（
最
終
日
は
午
後
３
時

ま
で
）

◎
内
容
／
ビ
ー
ズ
、
天
然
石
を

使
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
展
示

販
売

お
知
ら
せ

　

年
末
は
12
月
28
日
（
土
）
ま
で
、

年
始
は
１
月
３
日
（
金
）
か
ら
の

営
業
に
な
り
ま
す
。

※
催
し
物
の
内
容
は
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
ふ
れ
あ
い
館
☎
30
‐
７
２
７
０

除
夜
の
鐘
つ
き

女
性
の
集
い
大
会

綾
ふ
れ
あ
い
館
情
報

イ
ベ
ン
ト
・
催
し
物

成
人
式

消
防
始
め
式

みんなで綾カレーを食べませんか！
　ひとりで食事をとることの多い子ど
もたちや、ひとり暮らしのお年寄り、
地域の人たちみんなで楽しく食事をし
ましょう！　地元の新鮮野菜たっぷり
のカレーなどが並びますよ。

令和 2 年の開催日と場所（午後 6 時開場）

　東中坪公民館／1月 22日（水）、　7月 22日（水）　　
　西中坪公民館／2月 19日（水）、　8月 26日（水）　
　南　麓公民館／3月 25日（水）、　9月 23日（水）　　
　宮　原公民館／4月 22日（水）、10月 28日（水）
　神　下公民館／5月 27日（水）、11月 25日（水）
　立　町公民館／6月 24日（水）、12月 16日（水）
　※どなたでもすべての会場に参加できます

　　　　　　■問い合わせ先／
　　　　　　　綾スマイルカレー会・長友代表　☎ 77-2135
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　平成25年10月から人権擁護委員を務められた中村

清久さん（写真左・立町）が12月31日で退任されます。長

年にわたる貢献に感謝します。

　後任には、中薗兼次さん（写真右・西中坪）が任命され

ました。今後は早川ゆりさん（立町）、谷口秀典さん（西中

坪）と思いやりや尊

重の心を育てる人権

啓発活動や人権相談

などを担います。

　第33回國廣杯少年剣道大会は11月2日、てるはドーム

で開催されました。県内から49チーム約600人が参加

し、日ごろの練習の成果を発揮しました。

　選手たちは個人の部・団体の部で戦い、団体小学生の

部では朱雀館道場が優勝しました。迫力のある鋭い打ち

込みのたびに会場は

大きな歓声と拍手に

包まれ、熱気あふれ

る大会となりました。

人権擁護委員の退任・就任 國廣杯少年剣道大会

　総合文化祭は11月9日～10日、綾町体育館で行われ

ました。町内の保育所・幼稚園、小・中学校、福祉施設、生

涯学習講座、民主団体などから手づくりの作品約2,000

点が集まり、展示されました。

　来場者は、家族や友人の作品に感心しながら見入って

いました。また、10日

には小学生の茶道教

室のお点前披露もあ

り、多くの来場者でに

ぎわいました。

　町内10の自治公民館で開催された手づくり文化祭は、

11月17日および24日に開催されました。

　地域の人たちが生涯学習講座などで製作した書や手

芸、絵画作品、野菜アートなどが展示されたほか、心のこ

もった手作りの郷土料理のもてなしもあり、町内外から

も多くの来場者が訪

れました。皆さんの地

域づくりの頑張りや

絆が現れた文化祭と

なりました。

総合文化祭 公民館手づくり文化祭

　第37回宮崎地区屋内消火栓操法大会は11月19日、

宮崎市の県消防学校で行われました。

　綾町からは綾町役場自衛消防隊（福留怜、德弘秀人、

髙橋佑侍朗、沼口大輝）が参加。屋内消火栓の発水技術

や迅速性などを競い合いました。

　綾町役場自衛消防

隊は1号消火栓・男子

の部で第2位という

素晴らしい成績でし

た。

　綾中学校での認知症キッズサポーター養成講座は11

月21日に行われ、3年生約60人が受講しました。

　解説や指導は、専門の研修を受けたキャラバンメイト

が担当。認知症への理解を深めるための座学や寸劇の

後、生徒たちは認知症のお年寄りに対する声掛け訓練を

体験し「道に迷ったり

困ったりしている人

がいたら優しく声を

掛けたい」と話してい

ました。

宮崎地区屋内消火栓操法大会 認知症キッズサポーターを養成
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　第28回合同金婚式は11月22日、綾てるはの森の宿で

開催されました。

　今年は4組のご夫婦が参加され、籾田町長が「手を携え

て家庭生活や仕事、地域づくりに頑張ってこられた皆さ

ん、おめでとうございます」とあいさつしました。参加者

は共に歩んできた50

年を振り返りながら、

笑顔で祝いました。式

終了後の祝宴では、

参加者同士が和やか

に交流しました。

　第38回綾工芸まつりは11月22日～24日、綾てるは

ドームで開催されました。町内外の47工房が一堂に会

し、新作などの展示・販売を行いました。

　期間中は町内外から約12,000人が来場。行列ができ

たブースもあり、多くの人が染織物や木工品、陶器、食品

などを求めていまし

た。また、町内の「現

代の名工」3人を紹介

した展示に見入る人

たちの姿もありまし

た。

結婚50年をお祝い 工芸品が勢ぞろい

　今年「人権の花」運動に取り組んでいる綾小・中学校へ

12月初旬、宮崎人権擁護委員協議会から感謝状が贈呈

されました。この運動は、子どもたちが協力して花を栽培

することで思いやりの心を育む

ことを目的に行われたもので、

両校では6月上旬にインパチェ

ンスなどの苗を植え、育ててい

ます。小学校では人権教室とし

て東京パラリンピックの競技種

目となっているボッチャの体験

もありました。

　地域活性化や農業活性化に向けた取り組みの一環とし

て、JA共済連宮崎からカーブミラー6基が寄贈されました。

　設置されたのは崎ノ田、元町、尾原、大平山、立町、上畑

の町道で、綾町の交通事故防止に役立てられています。

ありがとうございました。

　交差点や幅員が狭

い道、急カーブの地

点などを走行すると

きは十分に注意し、

安全運転を心掛けま

しょう。

人権の花運動に感謝状 カーブミラー寄贈

　第43回県中学校秋季体育大会は10月26日～11月

4日、県総合運動公園や生目の杜運動公園など県内のス

ポーツ施設で開催されました。綾中学校の入賞者は次の

通りです。

共通女子砲丸投げ第4位／森園恵実さん

2年男子200m第5位／髙橋宙大さん

2年男子110mハードル第7位／小原諒馬さん

野球／ベスト8

柔道個人戦ベスト8／川上峻さん　

バドミントン男子団体戦／ベスト8

県中学校秋季体育大会
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